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説明．変数 カテゴリー ル カテゴリー 偏相関 カテゴリー 偏相関
数：量 係数 数：量 係数
年齢 30歳未満 42 0．04 0．08 0．11 0．20†
30歳以上 38 一〇．04 一〇．12
? ?
50 一〇．02 0．04 0．03 0．07
女 30 0．03 一〇．05
結　婚　・ 既婚・単身 31 一〇．12 0．18 一〇．07 0．09
居住形態 既婚・同居 32 0．09 0．08
未婚（単身） 17 0．06 一〇．02
住居 留学生寮 33 0．03 0．05 一〇．13 0．15
アパート他 47 一〇．02 0．09
日　本　語 上級 43 0．17 0．33＊＊ 0．09 0．2可
能　　　力 中級 30 一〇，19 一〇．06
初級 7 一〇．25 一〇．32
滞在期間 18ヵ月以下 31 0．08 0．18 0．！8 0．31＊＊
19～36ヵ月28 一〇．12 一〇．24
37ヵ月以上 21 0．04 0．05
専攻分野 理科系 45 一〇．07 0．14 一〇．12 0．22†
文科系 35 0．09 0．15
在籍身分 正規生 58 一〇．08 0．18 一〇．02 0．04
非正規生 22 0．20 0．05
在籍大学 岡山大学 74 一〇．0！ 0．06 0．00 0．03
その他 6 0．10 一〇．05
総　収　入 40～75千円26 0．05 0．19 0．17 0．20†
76～110千円38 0．04 一〇．05
111千円以上16 一〇．19 一〇．15
授　業　料 減免あり 46 0．11 0．18 0．09 0．13
減　　　免 減免なし 34 一〇．15 一〇．12
アルバイト 生活不可能 57 一〇．05 0．16 一〇．06 0．17






交　流　領 域 文　化　体　験 領　域 言　語　領 域
カテゴリー 偏相関 カテゴリー 偏相関 カテゴリー 偏相関
数量 係数 数量 係数 数量 係数
一〇．01 0．02 一〇．04 0．05 0．09 0．18
0．01 0．04 一〇．10
一〇．06 0．11 0．04 0．06 一〇．07 0．16
0．10 一〇．06 0．11
一〇．16 0．16 一〇．27 0，24＊ 0．01 0．13
0．12 0．24 一〇．09
0．05 0．05 0．16
0．20 0．20† 0．18 0．16 一〇．12 0．15
一〇．14 一〇．12 0．08
0．26 0．36＊＊ 0．18 023† 0ユ6 028＊
一〇．38 一〇．15 一〇．17
0．01 一〇．44 一〇．24
0．00 0．07 0．06 0．06 0．10 0，26＊
一〇．06 一〇．00 一〇．19
0．08 一〇．08 0．11
0．02 0．03 一〇ユ7 0．22重 0．00 0．00
一〇．02 0．22 一〇．00
一〇．19 0，29＊ 一〇．06 0．08 一〇．04 0．09
0．50 0．15 0．11
一〇．03 0．15 一〇．02 0．07 0．01 0．06
0．39 0．20 一〇．12
一〇．11 0．17 0．12 0．32＊＊ 0．04 0．09
0．13 0．15 一〇．05
一〇．14 一〇．56 0．06
0．24 0．26＊ 0．04 0．05 0．06 0．09
一〇．32 一〇．06 一〇．08










説明変数 カテゴリー κ カテゴリー 偏相関 カテゴリー 偏相関
数量： 係数 数量 係数
年齢 30歳未満 42 一〇．09 0．15 一〇．02 0．03
?
30歳以上 38 0．10 0．03
? ? 50 一〇．05 0．11 一〇．05 0．09
女 30 0．09 0．09
結　婚 ・　既婚・単身 31 0．06 0．08 0．08 0．13
居住形態 既婚・同居 32 一〇．03 一〇．15
未婚（単身） 17 一〇。05 0．15
住居 留学生寮 33 一〇．05 0．07 一〇．23 0．19
アパート他 47 0．04 0．16
日　本 語　上級 43 0．11 0．18 0．04 0．11?
力　中級 30 一〇．15 一〇．09
初級 7 一〇．02 0．14
滞在期間 18ヵ月以下31 一〇．15 0，24＊ 一〇．16 0．16
19～36ヵ月28 0．19 0．10
37ヵ月以上21 一〇．04 0．10
専攻分野 理科系 45 0．05 0．08 0．18 0．26＊
文科系 35 一〇．06 一〇．23
在籍身分 正規生 58 一〇．05 0．10 一〇．06 0ユ0
非正規生 22 0．13 0．17
在籍大学 岡山大学 74 一〇．00 0．02 0．01 0．06
その他 6 0．04 一〇．16
総　収 入　40～75千円26 0．03 0．06 0．10 0．13
76～110千円38 0．01 一〇．10
111千円以上16 一〇．08 0．07
授　業 料　減免あり 46 0．01 0．01 0．02 0．02
減 免　減免なし 34 一〇。01 一〇．03
アルバイ ト　生活不可能 57 一〇．01 0．02 0．03 0．07






交　流 領　域 文　化　体　験 領　域 膏　　雪五隣　　　ロロ 領 域
カテゴリー 偏相関 カテゴリー 偏相関 カテゴリー 偏相関
数量 係数 数量 係数 数：量 係数
一〇．09 0．12 一〇．06 0．07 一〇．18 0．23†
0．10 0．06 0．20
一〇．13 0．23† 一〇．08 0．12 0．05 O．08
0．22 0．13 一〇．09
0．07 ・0．06 0．16 0．16 一〇．07 0．11
一〇．07 一〇．05 0．15
0．00 一〇．20 一〇．！5
一〇．04 0．04 0．08 0．08 一〇．01 0．00
0．03 一〇．06 0．00
一〇．04 0．26＊ 0．G2 0．G5 0．40 G．47＊＊＊
一〇．08 一〇，05 一〇．36
0．62 0．08 一〇．92
一〇．33 0．33＊＊ 一〇．19 0．20 0．08 0．24＊
G．28 G．21 0．17
0．11 一〇．01 一〇．34
0．08 0．12 0．00 0．00 一〇．07 0．08
一〇．10 一〇．00 0．09
一〇．15 0．23† 一〇．07 0．10 0．09 0．12
0．41 0．20 一〇．23・
0．00 0．01 0．01 0．03 一〇．03 0．14
一〇．01 一〇．08 0．42
0．13 0．11 一〇．11 0．18 0．01 0．06
一〇．05 0．16 0．04
一〇．08 一〇．20 一〇．11
0．11 0．12 0．05 0．05 一〇．16 0．15
一〇．15 一〇．07 0．21










説明変数 カテゴリー κ カテゴリー 偏相関 カテゴリー 偏相関
数量 係数 数量 係数
年齢 30歳未満 42 一〇．06 0．17 一〇．01 0．03
30歳以上 38 0．07 0．01
? ? 50 0．03 0．10 0．01 0．03
女 30 一G．05 一〇。01
結　婚 ・　既婚・単身 31 0．03 0．18 0．06 0．11
居住形態 既婚・同居 32 一〇．10 一〇．07
未婚（単身） 17 0．13 0．04
住居 留学生寮 33 一〇．11 0．18 一〇．09 0ユ3
アパート他 47 0．08 0．06
日　本 語　上級　・ 43 0．07 0．17 0．18 0．38＊＊?
力　中級 30 一〇，09 一〇．20
初級 7 一〇．03 一〇25
滞在期間 18ヵ月以下31 一〇．05 0．！2 0．01 0．09
ユ9～36ヵ月28 0．00 一〇。05
37ヵ月以上21 0．07 0．06
専攻分野 理科系 45 0．03 0．08 0．04 0．10
文科系 35 一〇．03 一〇．06
在籍身分 正規生 58 一〇．11 0．30＊ 一〇．10 0．24＊
非正規生 22 0．28 0．25
在籍大学 岡山大学 74 0．00 0．02 一〇．01 0．05
その他 6 一〇．03 0．08
総　収 入　40～75千円26 0．13 0．32＊＊ 0．09 0．14
76～110千円38 一〇ユ4 一〇，06
111千円以上16 0ユ1 0．00
授　業 料　減免あり 46 0．06 0．13 0．06 0．10
減 免　減免なし 34 一〇．08 一〇，08
アルバイ ト　生活不可能 57 0．03 0．12 0．05 0．19





交　流　領 域 情　緒　領 域 環　境　領 域
カテゴリー 偏相関 カテゴリー 偏相関 カテゴリー 偏相関
数量 係数 数量 係数 数量 係数
一〇．05 0．11 一〇．16 0．20 一〇．01 0．03
0．06 0．18 0．01
0．02 0．05 0．06 0．08 0．03 0．10
一〇．03 一〇．09 一〇．06
0．Ol 0．16 0．10 0ユ4 一〇．06 0．16
一〇．09 一〇．20 一〇．02
0．16 0．19 0．14
一〇．23 0．28＊ 一〇．34 0．23† 0．21 0．39＊＊
0．16 0．24 一〇．15
0．03 0．09 0．03 0．05 0．02 0．16
一〇．05 一〇．03 一〇．07
0．07 一〇．工0 0．17
一〇．20 030＊ 0．07 0．07 一〇．08 0．16
0．06 一〇．08 0．07
0．21 0．01 0．02
0．05 0．11 一〇．03 0．03 0．04 0．12
一〇．06 0．04 一〇．06
一〇．15 0．30＊ 一〇．11 0．14 一〇．08 0．23丁
039 0．28 022
一〇．Ol 0．04 0．02 0．09 0．00 0．O1
0．06 一〇．26 一〇，02
1
0．28 0．36＊＊ 0．16 032＊＊ 0．00 0．07
一〇．16． 一〇．30 一〇．02
一〇．06 0．44 0．05
0．03 0．06 0．10 0．09 0．06 0．11
一〇．05 一〇．13 一〇．08
0．02 0．08 0．06 0．10 一〇，01 0．05
一〇．06 一〇．14 0．03
0．58＊＊ 0．43 0．53＊
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4．考 察
　4．1．留学目的重視度，留学目的達成満足度及び適応の特徴
　中国人私費留学生が重視する留学目的の領域は，勉学領域と言語領域であ
ることが判明した。この結果は，外国人留学生一般を対象とした岩男・萩原
［1988］や山本［1986］の研究結果と非常によく一致している。
　また，中国人私費留学生の留学目的達成満足度は，他の領域に比べて交流
領域で最：も低いことが明らかとなった。さらに，中国人私費留学生の適応度
は，勉学領域と環境領域の方が交流領域と情緒領域よりも優れていることが
分かった。こうした留学目的達成満足度と適応度に関して得られた結果は，
外国人留学生一般を対象とした岩男・萩原［1988］，田中・横田［1992］，上
原［1988コらの研究結果と極めてよく一致しており，山本［1986］の研究結
果と対立する。
　なお，留学目的達成満足度と適応との間には全体として正の相関関係が認
められ，当初の予想通り，両者が積極的に関係していることが証明された。
ただし，相関関係の大きさはあまり大きいものではなかった。
　4．2．留学目的重視度，留学目的達成満足度及び適応に及ぼす人口学的
　　　　　変数の影響
　中国人私費留学生の留学目的重視度に対して有意な関係を示した人口学的
変数は6変数見られるが，このうちの5変数は部分的なかかわりを示すにす
ぎなかった。最も顕著な影響を及ぼすのは日本語能力であり，日本語能力の
上級者ほど，全体，勉学領域，言語領域の目的をより重視していることが明
らかとなった。経済的側面に関係する人口学的変数としては，総収入と授業
料減免が部分的な影響を及ぼしており，総収入の少ない者の方が文化体験領
域の目的をより重視し，授業料の減免を受けている者の方が交流領域の目的
を重視していることが示されたが，これらの結果に関しては適切な解釈が難
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しい。
　留学目的達成満足度に対して有意な関係を示した人口学的変数は3変数し
かみられない。最も顕著な影響を及ぼすのは来日後の滞在期間であり，滞在
期間が中程度の者の方が，全体，交流領域，言語領域で満足度は大きいとい
う点で共通しているが，逆に満足度が最も小さいのは，交流領域では滞在期
間の短い者であり，言語領域では逆に長い者であるという領域による違いが
みられる。
　中国人私費留学生の適応に対して有意な関係を示した人口学的変数は5変
数である。これらの変数の中で，総収入と在籍身分の影響が最も顕著であ
り，次いで住居の影響が目につく。総収入の中程度の者の全体的適応度が最
も低く，総収入の少ない者の方が交流領域での適応度が高く，総収入の多い
老の方が情緒領域での適応度が高い，という領域による矛盾が存在する。住
居変数の場合も同様に，アパート居住者の方が交流領域での適応度は高い
が，環境領域での適応度は低い，という領域による矛盾が存在する。こうし
た矛盾に関する適切な解釈は難しい。在籍身分の影響は一貫しており，非正
規生の方が正規生よりも，全体，勉学領域，交流領域での適応度が高い。こ
れは，研究生等の非正規生の方が学位論文や単位取得といった勉学上の義務
や制約が少ないので，気楽な留学生活を送ることができることが原因である
かもしれない。なお，日本語能力の上級者ほど勉学領域での適用度が高く，
滞在期間が長い者ほど交流領域での適応度が高い，という結果が唯一解釈可
能な結果であると考えられる。
　4．3．まとめ
　中国人私費留学生は，交流や文化体験よりも勉学や言語習得を留学目的と
して重視している。留学目的達成に伴う満足感は交流面で最：も低く，適応感
も，勉学面や環境面に比べて，交流面や情緒面で低くなっている。留学目的
達成満足度と適応度との間には，それほど強くはないが正の相関関係が存在
一47一
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することが確認された。
　中国人私費留学生の留学目的に関しては，日本語能力との関係が顕著であ
り，日本語能力の優れている者ほど，勉学や言語の領域を重視している。ま
た，留学目的達成満足度に対しては，来日後の滞在期間の影響が大きく，適
応に対しては，総収入と住居の影響が大きいが，これらの変数の影響の方向
性は，留学目的達成度あるいは適応の領域によって異なり，解釈が困難で
あった、適応に対する在籍身分の影響も顕著であり，非正規生の方が全体，
勉学面，交流面での適応度はより良好である。
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